
グリコのおもちゃ（1950年代） ダリ《ヴィーナスの夢》(部分) エキニシの老舗『大福』

　2022年も残すところわずかとなりました。もしかしたら、これを読んでくださっている時は2023年かもしれませんね。みなさんにとって
2022年はどんな１年でしたか？さて、今回はお月見会や９月から11月に行われた文化事業について紹介いたします。2023年も、みな
さんにとって幸せな一年でありますように。

特選作品ご紹介
【川柳の部】
老介護今夜も月が覗いてる

中村鈴子
（中村さんコメント）
　家の窓からは何時も月が見えます。実家からよく父が遊びに来
ていて、晩酌をしながらよく月を見ていました。その父が亡くなり、
窓から見える月は父が笑って私を覗いている様でした。そして病
気の兄を甲斐甲斐しく世話をする義姉を毎夜月はひょっこり覗い
ているのです。「今夜もがんばっているな」まるで義姉を案じて励
ましている様に私には思えました。何気なくポッと出来た句。選ん
でいただき、ありがとうございました。
＜川柳を始められたきっかけ＞
　「社長より内部よく知るアルバイト」
　このサラリーマン川柳の一句に出会ったのが、私の川柳の始ま
りです。川柳のとりこになった私は、五七五のリズムで何もかも句
になってしまうのがすごくおもしろくて夢中になりました。中日新聞
の時事川柳にも投稿しました。それが掲載されると嬉しくて何度
も投稿しました。そしてNHKの川柳に入り、色 と々学んでいる内
に川柳の奥深さを知り、前の様には簡単に句が作れなくなりまし
た。でも先生や句会の皆さんに出会い句会が私の楽しみになっ
ていきました。仕事しか知らない私にとって、川柳は私の一部で
す。これからもコツコツと自分なりに川柳を楽しもうと思います。

【俳句の部】
また母をなじってしまい月仰ぐ

寺部幸子
（寺部さんコメント）
　89才の母の世話のため１日おきに実家へ行っています。優し
い態度で接しなければと頭では思っていても、「あ～忘れた」とい
う言葉を聞くたびにイライラして、きつい言葉を投げつけ責めてし
まうことがあります。今日もまた母を詰ってしまったと月を仰いで反
省する気持ちを句にしました。
＜俳句を始められたきっかけ＞
　一年ほど前からテレビの俳句番組を見たり、新聞の投稿俳句
を読んだりしながら独学で始めました。今回の受賞はビギナーズ
ラックです。この受賞を機に結社に入り本格的に俳句の勉強をし
たいと思いました。“言いたいことをすべて言葉にせず余白を大
切にする”ところが「生け花」と相通じるような気がいたします。俳
句を通して日常の些細なことや季節の移ろいに目を向け自分を
客観視し、人生を豊かに過ごしていきたいと思っています。

【短歌の部】
終車降り立待月は煌煌と老いの歩幅を路地裏までも

鈴木愛子
（鈴木さんコメント）
　渥美線高師駅の終車11時58分を降りて、タクシーが「15分お
待ち下さい」とのことで歩く事にしました。心細く、月に家まで見守
られて月に感謝しました。だからこそ今日という日に巡り合えたと
思います。ありがとうございました。

＜短歌を始められたきっかけ＞
　我流ながら20年位になります。心の思いをメモに寝ても起きて
も苦楽共に老後の生きる杖としています。これからも命の限りと
願っています。ありがとうございました。

秀逸作品ご紹介
【川柳の部】
明月に今日一日の苦を忘れ

間瀬はなゑ

哀しみへゆっくり慈悲の月昇る
竹内そのみ

お月さま日本は今平和です
鈴木裕子

【俳句の部】
水難碑つつむ静かさ月今宵

佐藤英子
仕事終へ銀輪鳴らす良夜かな

辻村雅仁
名月や女王陛下の逝きてのち

小池保利

【短歌の部】
住み馴れしわが家の跡地均されて五十年振りの月光を浴ぶ

伊藤千代子
侵攻の半年過ぎて先見えずライ麦畑を孤月渡りぬ

篠田武子
若き母の真白き手に撫でられて眠るがごとき月夜の畑

長谷川公代

第49回豊橋市民お月見会を開催しました。
　第49回豊橋市民お月見会を開催し、今年も多くのご応募をいただきました。川柳128句、俳句102句、短歌74首の中から「特選」「秀
逸」「佳作」がそれぞれ選ばれました。

新春文化団体交流会のお知らせ 財団加盟美術団体選抜展のお知らせ
　新春文化団体交流会を3年ぶりに開催予定です。まだ安心で
きないというご意見もあろうかと思いますが、新型コロナウイルス
により停滞を余儀なくされた地域の文化活動を、改めて皆さまと
連帯して盛り上げていく契機になればと存じます。
　十分な感染症対策を実施した上で開催するとともに、開始時
間を従前より1時間繰り上げ、午後4時に開始します。
　ぜひ、各団体お仲間をお誘いしてご出席くださいますようお願
いいたします。
日時◦令和５年1月27日（金）16時～
場所◦ホテルアークリッシュ豊橋

ガーデンサイト5階　ザ・グレイス
▶会費／ 8,000円（1名分）
▶申し込み／各団体様宛に案内状を送付いたします。出欠をご
記入のうえ、ご返送ください。
▶問合せ／豊橋文化振興財団（☎0532-39-5211）

　豊橋文化振興財団に加盟する写真並びに書道の団体によ
る合同展覧会です。美術博物館改修中につき、今年度は豊橋
市民文化会館で開催します。
日時◦第Ⅰ期　令和5年1月24日（火）～ 29日（日）
　　　第Ⅱ期　令和5年1月31日（火）～ 2月5日（日）
　　　いずれも９時～ 17時まで（最終日は16時まで）
会場◦豊橋市民文化会館展示室
▶入場料／無料
▶参加団体
　第Ⅰ期：写真／中日写真協会豊橋支部
　　　　書道／一穂会・澄心会書道・瑤玉印社・邦友会・香風書院
　第Ⅱ期：書道／豊橋楽書会・三河書芸会・洗心書道会・
　　　　　　　書社かぎろひ・泥泥舎・自然の会・華友会
▶問合せ／豊橋文化振興財団（☎0532-39-5211）

入選作品集を配布します。
　今回のお月見会の入選作品集を、三の丸会館、豊橋市
民文化会館、穂の国とよはし芸術劇場で無料配布してい
ます。

　広島県呉市の南東に位置する『下蒲刈島(しもかまがりじま)』をご存じだろうか…この
名もなき小さな島に渡るのは、今回で二度目。一度目は、ギャラリーで企画した展覧会に
出品する洋画家二人の作品を『蘭島閣美術館』に借り受けに行った時だった。　　
　さて、今回の目的は美術館に隣接する『三之瀬御本陣芸術文化館』で洋画家・須田
国太郎の作品調査と、画家自身が1945年頃から1961年に亡くなるまでコレクションし続
けた“グリコのおもちゃ”を検分すること。
　江戸時代、朝鮮通信使を迎える際、案内役を果たした対馬藩一行の宿泊所であった
という『本陣』の外観を復元した建物に一歩足を踏み入れると、趣のある重厚な外観と
は異なる近代的な設備にまず驚かされる…会場では、特別展「グリコ展—須田国太郎
の愛したグリコのおもちゃ」が開かれていて、決して“おまけ”とは言えない栄養菓子『グリ
コ』に付属する小さなおもちゃの発想や造形に魅了されて蒐集したコレクションに加え、
１００年に及ぶ“グリコのおもちゃ”の変遷が、誕生秘話とともに紹介されていた。
　予定していた調査を終え、鈍行列車に揺られて広島駅に到着。広島市街は開発が
進み、すっかり様変わりしていた。晩飯は、出発当初から広島B級グルメの王者＜広島
風お好み焼き＞に決めていた…昭和初期の民家をリノベーションした個性的な飲食店
街、通称“エキニシ”の端にある店に直行！赤い暖簾を潜り、大きな鉄板の片隅に陣取り、

《肉玉そば》を注文…生ビールを飲みながら、目の前で繰り広げられる約20分間のエン
ターテインメントを眺めているうちに、最後の仕上げだ。たっぷりと廻し掛けられたオタフク
ソースが刷毛で均等に伸ばされ、魔法の粉（一味唐辛子・胡椒・ガーリック・青海苔)を纏
ったボリューム満点のお好み焼きが颯爽と登場…箸代わりのコテを操りながら熱々の断
片を頬張ると、甘いキャベツとともに芳醇なソースの香りが口内に拡がった。
　翌日は『広島県立美術館』で特別展「皇室の美と広島－宮内庁三の丸尚蔵館の名
品からー」を鑑賞…期間限定展示の伊藤若冲作《旭日鳳凰図》の見事さと皇室の各
種御慶事で記念品として作られた愛らしい《ボンボニエール》が印象に残った。さらに衝
撃的だったのは、常設展示室…シュルレアリスムの鬼才、サルバドール・ダリの歪んだ時
計や燃えるキリンなど代表的なモティーフが登場する大作《ヴィーナスの夢》が堂 と々鎮
座。
　興奮醒めやらぬまま、美術館に隣接する広島藩主浅野長晟が元和６年から別邸の
庭園として、茶人としても知られる家老の上田宗箇に作庭させたという名勝『縮景園』へ
…思いがけず都会のオアシスにしばし癒される格好に。
　広島土産の代表格は、何といっても《もみじ饅頭》だが、老舗『亀屋』の《川通り餅》の
ほか《メープルもみじラングドシャ》や《メープルもみじフィナンシェ》など変化球も多彩だ。

広島じゃけん！
斧路朱音

「こどもたちの溢れるエネ
ルギーが相応しいかたち
で放出するための自由を
わたしたちは守らなけれ
ばいけない」

杉浦　朋
「リバティ」

エッチング、ペーパードライポイント

　今回は表千家清和会さんの研究会にお
じゃましました。研究会は月に一度行われ、
清和会の先生方が集まり親睦を深めると
ともに、作法などを確認する場だそうです。
「普段のお稽古でやらないこともやります
し、今まで気が付かなかったことに気付くこ
とも多くあります。茶道は、奥が深すぎてや
ればやるほどわからないことが増えてしま
いますね（笑）」と和やかな雰囲気でした。
　昔は花嫁修業の一環として茶道は当然
のように習われていましたが、今は着物を

着たいという方や、礼儀作法として学びた
いという方も多いそうです。「茶道は総合
芸術ですね。掛軸、お椀、お菓子、壺飾り、
茶花…あらゆる芸術が集まっています。季
節によってお道具も変わるんですよ。でも、
だからこそ生涯かけて学ぶ価値があるし、
日本の大切な文化として、いかにお茶を美
味しく点てるかもそうですが、お茶を通して
心と心を通い合わせるといった、“お茶の
心”を伝えていきたいです」と語ってくださ
いました。

表千家清和会
お茶の心を学ぶこと、
心の通い合いを伝えていきたいですね。

［発行所］（公財）豊橋文化振興財団（PLAT内）
［連絡先］豊橋市西小田原町123
             TEL（0532）39－5211　FAX（0532）55－8192
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よ
り
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西
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三の丸会館工事について
　令和4年11月16日（水）から令和5年3月末まで、三の丸会館の改良保全工事を行っています。
工事期間中は立礼茶席が不定期営業、また座敷（千切庵）でのご提供となります。ご利用者様に
は大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご来館の際には、ホームページまたはお電話にて営業日のご
確認をお願い申し上げます。　　　　　　▶お問合せ／豊橋市三の丸会館（0532-56-6022）
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伝統文化こども発表会を開催しました。
　９月25日（日）に伝統文化こども発表会を開催しました。三味線や箏曲では、夏休み伝統文化こども教室の参加者も出演
し、夏休みの講座の成果を発表するとともに、津軽三味線雅會、花柳芯喜依の会、日本壮心流、箏曲 紫雨会、子ども三味線
「三河童子」など地域の文化団体のこどもたちも出演し、日ごろの成果を発表しました。

第64回豊橋邦楽大会を開催しました。
　10月から11月にかけて豊橋邦楽大会を開催しました。10月29日（土）に「民謡・大正琴・三味線の部、箏曲・長唄・尺八・小
唄の部」、30日（日）に「民踊・新舞踊の部」、11月6日（日）「日本舞踊の部」、11月20日（日）「詩吟・吟剣詩舞の部」を開催
しました。特に日本舞踊の部は３年ぶりの開催で、他の部門も従来通りの形となり昨年度より多くの文化団体の皆さんにご出
演いただきました。ご出演いただき、またご来場いただきありがとうございました。

豊橋秋の市民茶会、豊橋総合いけばな展を開催しました。
　10月15日（土）・16日（日）に豊橋秋の市民茶会、豊橋総合いけばな展を開催しました。秋の
市民茶会としては３年ぶりの開催となりましたが、春の市民茶会と同様に席数と定員を減らし、事
前予約制で行いました。コロナ対策として各流派・席主の方々の負担もあったと思いますが、皆
様のご協力により久しぶりの市民茶
会を多くの方々が楽しまれました。予
約制で定員を絞っていたため、当日参
加希望の方をお断りするケースもあ
り、今後の開催方法も検討します。
　豊橋総合いけばな展では、近年恒
例となっているこどもいけばな展示も
あり、豊橋華道連盟の先生方による
指導でこどもが自由にのびのび生け
花を体験する姿が見られました。

第52回コーラスのつどいを開催しました。
　11月16日（水）にコーラスのつどいを3年ぶりに開催しました。新型コロナウイルス感染症対策を行った上、14グループ中
8グループのみなさまに参加していただき、限られた練習時間の中での成果を聞かせてくださいました。合唱曲をはじめ、童謡や
歌謡曲などの発表があり、グループごとで衣装にもこだわり、華やかな舞台となりました。

秋の市民茶会　煎茶売茶流
豊橋総合いけばな展
小原流による大作展示

コーラスてんとうむし コーラス若草

日本舞踊の部「大和楽　団十郎娘」 民謡・大正琴・三味線の部「みついと会」 民謡・大正琴・三味線の部「琴修会豊橋東」

夏休み子ども教室の箏曲の発表 津軽三味線雅會
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新型コロナウイルス感染症の影響により、変更・中止等の可能性があります。
事前にご確認くださいますようお願いいたします。

裏千家六日会初釜
　時間◦10時～　　場所◦三の丸会館　　会費◦1,000円（一般参加可）
　担当◦菅野宗寛
伊藤民謡会創立52周年チャリティ民謡大会
　時間◦10時～　　場所◦豊橋市公会堂　　入場料◦無料　
　内容◦教場対抗合唱コンクール・伊藤陽扇ショーなど
茶道クラブ初釜※事前予約制
　時間◦９時30分〜　　場所◦三の丸会館　　担当◦南坊流
　会費◦一般600円 会員500円
第4回東三河新春書展……………………………………………………… 15日（日）まで
　時間◦9時～17時（最終日は16時まで）　　場所◦豊川市桜ケ丘ミュージアム
　入場料◦無料
　内容◦東三河在住の代表する書家（86名）が、流派、会派を越えて、研鑽した作品の展

示。また、今回から東三河地域高校の生徒の作品も展示する。
凧展………………………………………………………………………… 15日（日）まで
　時間◦9時～17時（最終日は16時まで）　　場所◦豊橋市民文化会館展示室
　入場料◦無料　　内容◦江戸より伝わる豊橋凧の展示
志多ら　響奏　豊橋公演…………………………………………………… 15日（日）まで
　時間◦14日：18時30分開演　15日：14時30分開演　（開場は開演の30分前）
　場所◦穂の国とよはし芸術劇場PLAT　主ホール
　入場料◦S席5,000円　A席4,000円　　内容◦志多らによる和太鼓公演
日曜短歌会
　時間◦13時30分～　　場所◦豊橋市民文化会館第7会議室
水曜短歌会
　時間◦13時30分～　　場所◦豊橋市民文化会館第7会議室
高文連美術工芸東三河展………………………………………………… 22日（日）まで
　時間◦9時～17時　　場所◦豊橋市民文化会館展示室　　入場料◦無料
　内容◦東三河地区の高等学校美術部の合同作品展
はじめてのお能体験【参加無料】
　時間◦14時～16時　　場所◦西村能舞台（豊橋市上伝馬町）　　参加料◦無料　　
　お問合せ◦090-7048-3531（内藤）hoshoryu.hiunkai@gmail.com
第40回財団加盟美術団体選抜展［写真・書道］…………………………… 29日（日）まで
　時間◦9時～17時（最終日は16時まで）　　場所◦豊橋市民文化会館展示室
　入場料◦無料
新春文化団体交流会
　時間◦16時～　　場所◦ホテルアークリッシュ豊橋 ガーデンサイト5階 ザ・グレイス
　会費◦8,000円
第40回財団加盟美術団体選抜展［書道］……………………………… 2月5日（日）まで
　時間◦9時～17時（最終日は16時まで）　　場所◦豊橋市民文化会館展示室
　入場料◦無料

茶道クラブ月例茶会※事前予約制
　時間◦10時〜　　場所◦三の丸会館　　会費◦一般600円 会員500円
　担当◦茶道宗徧吉田流
はじめてのお能体験【参加無料】
　時間◦14時～16時　　場所◦西村能舞台（豊橋市上伝馬町）　　参加料◦無料　　
　お問合せ◦090-7048-3531（内藤）hoshoryu.hiunkai@gmail.com
裏千家六日会月釜
　時間◦10時～　　場所◦三の丸会館　　会費◦800円（一般参加可）
　担当◦廣田宗桂
水曜短歌会
　時間◦13時30分～　　場所◦豊橋市民文化会館第7会議室
花の輪・人の輪・みんなの花展　豊橋支部………………………………… 19日（日）まで
　時間◦10時～17時（19日は16時30分まで）　　場所◦CAFÉ &GALERIE ちろる庵　
　入場料◦無料　　内容◦小原流豊橋支部による花展
日曜短歌会
　時間◦13時30分～　　場所◦豊橋市民文化会館第７会議室
なごやか～な　こんさあと
　時間◦13時～　　場所◦フロイデンホール　　入場料◦無料
　内容◦ピアノソロ、ピアノデュオ、2台のピアノ、打楽器などの演奏会
はじめてのお能体験【参加無料】
　時間◦14時～16時　　場所◦西村能舞台（豊橋市上伝馬町）　　参加料◦無料　　
　お問合せ◦090-7048-3531（内藤）hoshoryu.hiunkai@gmail.com

豊橋文化　2022年12月発行
市内文化団体主催および豊橋文化振興財団が
後援する催し物を中心に掲載しています。掲載
のご希望は、問合先までご連絡ください。※この予定表は予告なしに変更になる場合がありますので、事前にお確かめください。入場料は前売料金。

催し物スケジュール 1月〜2月


